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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

杉
退
教
会
長

Ｋ
・
Ｋ

（
元
Ｈ
小
）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
一
年
半
を
過
ぎ
て

も
、
未
だ
終
息
の
め
ど
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
昨

年
、
「
ハ
マ
ス
へ
の
報
復
」
を
目
的
と
し
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
侵
攻
も
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も

を
含
む
多
く
の
無
辜
の
民
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
、
世

む

こ

界
中
か
ら
の
批
判
を
浴
び
、
「
侵
攻
や
め
よ
」
の
声
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

半
袖
で
夏
日
を
過
ご
し
た
師
走
。
南
風
の
吹
く
暖
か

な
正
月
。
こ
れ
は
気
候
危
機
の
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
手
を
打
た
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
、
多
く

の
人
々
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

低
迷
す
る
経
済
と
物
価
高
騰
に
喘
ぐ
国
民
に
背
を
向

け
、
５
年
間
で
43
兆
円
も
の
税
金
を
軍
事
費
に
。
政
党

助
成
金
を
受
け
取
り
、
さ
ら
に
企
業
団
体
献
金
集
め
の

パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
。
無
能
で
危
険
な

内
閣
支
持
率
は
低
迷
し
、
自
民
党
は
そ
の
腐
敗
と
堕
落

が
白
日
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
の
力
は
微
力
で
す
が
無
力
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
和
に
、
豊
か
に
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
世
の
た

め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

戦
争
の
で
き
る
国
か
ら
す
る
国
へ

廊
下
の
奥
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
と
津
波
。
翌
日
は

羽
田
空
港
の
航
空
機
事
故
。
地
震
の
被
災
地
で
は
、
未

だ
に
捜
索
と
避
難
が
続
い
て
い
ま
す
。

凍
て
つ
く
能
登
の
地
で
、
平
穏
な
日
の
来
る
こ
と
を

じ
っ
と
待
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

杉
退
教
一
同

善
福
寺
池
の
カ
ワ
セ
ミ

ｙ
・
Ｉ

（
元
Ａ
小
）
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新

春

所

感

お
変
わ
り
な
く
、
新
し
い
年
を
お
迎
え
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
年
も
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

私
、
九
〇
回
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
新
聞
と
ラ

ジ
オ
が
社
会
と
の
接
点
。
週
三
日
・

各
五
時
間
の

通
院
生
活
は
忙
し
い
！

あ
の
日
か
ら
七
十
九
年
、
戦
争
を
体
験
し
た
日
本

人
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
戦
っ
て
い
る
国
々

の
為
政
者
・
指
導
者
と
そ
の
同
調
者
を
見
る
に
つ
け
、

悲
し
く

腹
立
た
し
い
。

私
は
無
宗
教
だ
が
、
宗
教
っ
て
平
和
は
求
め
な
い

の
か
ね
？

経
済
大
国
を
目
指
し
て
い
た
日
本
国
で
、
国
民
生

活
が
停
滞
し
、
国
際
的
地
位
の
後
退
が
止
ま
ら
な
い
。

国
民
は
頑
張
っ
て
い
る
の
に
。
い
ら
な
い
政
府
が

居
座
っ
て
い
る
！

情
け
な
い
。

日
本
国
憲
法
九
条
の
傘
の
大
き
さ
・
そ
れ
を
守
り

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
・
そ
れ
を
広
げ
る
こ
と
の
緊

急
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
実
現
を
目
指
す
日
本
国
政
府
が
欲
し
い
！

二
〇
二
四
年

一
月Ｍ

・
Ｈ

（
元
Ｍ
小
）

鳥海山麓

あがりこ大王

鳥海山麓北側の中

島台一帯に多く見られ

るブナの奇形木の最大

級である。

奇形木の原因は定

かではないが、付近に

炭窯跡が多く見つかっ

ていることから、雪上で

伐採された幹から萌芽

したためとする説が有

力視されている。

夕焼けは

世界が平和なら

どこの国から見ても

どこの町から見ても

バラ色

夕焼けが

火の色に 血の色に

見えることなど

ありませんように

（２）
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募金はまだ受付できます。一口でも

二口でも結構です。お送りください。

ＴＵＳ募金
ありがとうございました

◆都退教地域代表者会の席で、都教

組執行委員長の木下雅英さんから

感謝の言葉がありました。

◆金額もさることながら、添えられ

ていたひと言に心うたれました。

以下に紹介します。

◆カンパの領収書を同封しました。

ご確認ください。 係より

私の愛する都教組です。 私の人生

の全てとは言わないけれど、半分ぐら

いではあるかな？それにしては少ない

ですが・・・ ごかんべべんを！

Ｋ・Ｋ

都教組杉並支部の皆様には 仲間作り

をたくさん教えていただきました。少

しでもお役に立てていただければ幸い

です。 Ｓ・Ｍ

クラウドファンディングでもいいく

らいです。（笑）未来を担う子どもた

ちが豊かな環境で学ぶためです!! 大

勢の方が協力してくれたらいいですね。

Ｔ・Ｉ

11月3日 国会正門前でお久しぶりに

木下さんにお会いしました。変わらず

元気な姿に安心しました。これからも

よろしくお願いします。 Ｋ・Ｔ

民間教育団体連絡会の仕事をしてい

ます。交通費も一切頂かず、完全ボラ

ンティアで、４０団体の連絡調整をし

ています。12月3日 和光小学校で交流

研究集会があります。報告者のほとん

どが 私立学校の人たちで残念です。

日本作文の会 発表者は杉二小出身教

え子のＴさんです。応援して欲しいな

あ。 Ａ・Ｍ

今、高校の下校指導をしています。

一日分のバイト代です。 Ｋ・Ｙ

今、教師が平和を訴え 広げることが

大事だと思います。「真実を問い 伝

えていくこと」 頑張っていきたいと

思います。 少しですが気持ちと連帯

のしるしです。 Ｈ・О

組合によって、教師として育てられ

成長し続けて来られました。本当に平

和を守るためにも頑張っていただきた

いです。 Ｓ・Ｈ

組合員として、 貴重な役割を担って

いらっしゃる若い先生方（私よりも）。

ほんのちょっぴりで申し訳ありませ

んが応援します。時々こういった機会

があるとご協力できます。

Ｍ・Ｈ

お世話になります。些少ですが よろ

しくお願い致します。 Ｋ・Ｔ

（３）



◆新しく始まる大河ドラマ「光る君へ」源氏物語の作者：紫式部の生涯・・・

どのように展開するのでしょう。また、源氏物語に詳しいＭotoeさんにも 一

筆お願いしたいですね。

お 願 い

・３月は、杉退教も年度末です。現在、再任用・非常勤などで勤務されている皆

さんの中で、勤務終了となる方は、ぜひ、杉退教にご加入ください。

・現在、会費を切手で納入する方法も行っていますが、切手が溜まってしまいま

した。偶数年は会費２０００円。奇数年は１０００円…いかがでしょうか。

＊１１月号の訂正＝６ページ４行目・「よびかけリーフ」が正しい記載です。
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いつもの活動に少しでも役立ててい

ただけたら幸いです。 Ｅ・Ｔ

頑張りすぎてはダメとＫさんから言わ

れました。今年は皆さんと足並みを揃

えて・・・。 Ｙ・Ｋ

スエコザサ… 練馬区 牧野記念庭園で

いつもたよりありがとうございます。

ボイスアクション送りました。

「さくら会たより」にＮＨＫドラマ二

つへのコメントがありました。朝ドラ

と大河ドラマの二つで、思いは私も同

感でした。特に朝ドラは毎朝（月～金

曜）１５分の連続ドラマの中に反戦と

か不登校とか、私たちの周囲にあるさ

まざまな問題が織り込まれていて、

「生きていくこと」の難しさと同時に、

その素晴らしさを感じさせてくれます。

Ｋ・Ｋ

お

そ

ま

つ

川

柳

た
か
坊
主

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
と
言
う
の
は
ば
か
る

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ

ど
の
国
も
照
ら
せ
平
和
の
初
日
の
出

手
に
受
け
た
年
賀
状
た
ば
薄
く
な
り

初
夢
は
一
に
ご
長
寿
二
は
？…

忘
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
得
意
出
し
物

消
す
手
品

身
を
切
れ
と
言
っ
て
か
す
め
る
助
成
金

万
博
の
つ
け
は
カ
ジ
ノ
で
元
を
と
る

正
月
は
テ
レ
ビ
が

箱
根
へ
ご
招
待

能
登
の
ニ
ュ
ー
ス
と

駅
伝
合
間
に

（４）



妻のゆうちょ銀行の通帳を

見た時に気になっていたこと

を、夜になって思い出す。

「あのなー 毎月、決まった金額を、口座

から引き落としているんだけど、それは、

ジャックス となっているんだが、ここの

カードで買い物をしたのかい。ずっと以前

から だから、かなり高いものを買ったこ

とになるよ」

と妻にきく。

「買っていないし、心当たりもない」

そこで、改めて通帳を見ると、毎月 5200

円ずつ引き落としている.それが、昨年の

後半からは8200円となっている。買い物を

したとすれば、いくら支払っていて、残り

はいくらです,と通知が来るはずだが、そ

れも見たことがない。

「じゃあ、何かの会員になっていて、例

えば、〇〇友の会、みたいなのに入ってい

て、それで引かれるのかなあ。」

と聞いても、何も入っていないと言う。

「しかし、なぁ、…」…

と言いかけると、

「もうわからない」

と、この話を 打ち切りたい様子だ。そう

なると、もう、私も黙るしかない。

私は、高い化粧品でも買って、カードで

支払っているのかな、と始めは 思ってい

たのだが、毎月、決まった金額なのはおか

しい、と思って聞いたのだった。

翌朝 カード会社 Ｊに電話

すると、本人以外には答えら

れません、というので妻に代

わってもらった。

Ｊ「ＭＲの会員になっていて、その会費と

して引き落としています。」

妻 「会員はやめたのですが・・・ 口頭で

言ったはずですが・・・、」

妻の言葉は 弱い。ここで私が代わって聞

くと、会員となっていて 毎月引き落とし

ているということだった。横で妻は、やめ

ると言ったはずなのに と元気なくつぶや

いている。そして、じゃあ、やめます、と

いう。

そこで 、Ｊの契約は、この電話で「解

約」としてもらった。 でも。

Ｊ「今月の会費はいただくことになります」

今日はまだ５月10日、日払いにしてくれ

たらいいのに、そうはいかないという。ま

た、ＭＲに行って、退会届を出すことが必

要とも、言われた。

もう、７・８年 妻はＭＲに行っていない。

本人はすっかりやめたつもりになっていた

ようだが、通帳を見て気づかなかったのだ

ろうか。50万円以上はただ払いしてしまっ

たことになる。

「いいよ、分かったんだから。誰かにカー

ドを拾われて使われたわけじゃないし。」

私はこう言ったが 妻は、気落ちしていた。

私はすぐにＭＲに行った。こ

ういうところに、入るのは初

めてだ。火曜日の真昼間なの

に結構 賑わっている。受付で話をする。

Ｍ「今井様は Ｐ会員ですね。」

私「やめる、と ずっと前に口頭で言った

はず、と聞いてますが。」

Ｍ「文書で出ていないので、会員のままで

す。」

私「分かりました。でも、去年の秋頃ごろ

から 8200円となっています。これはど

杉 退 教 た より ２０ ２４ 年１ 月 ７日 №１ ８ ９

Ｓeiji・Ｉ （元ＳＫ小）



ういうことですか。」

Ｍ「６月に 料金の変更通知を、オンライ

ン その他で、お伝えしました。」

私「妻はパソコンはできません。私も手紙

は見ていません。」

Ｍ「 郵便でも送っています。」

私「５割も値上げしたのに同意は求めなかっ

たのですか。同意がなくても値上げでき

るのですか。」

Ｍ「通知で了解できなければ、やめること

はできました。」

通知を見ていたならば、その時点でやめ

ていたはずだ。でも、ひょっとして、広告

メールと勘違いして見ないで、捨てていた

かもしれない。そこで、その手紙・通知な

るものを持ってきてもらった。ちょっと見

たがよくわからない一覧表だった。

仕方がないので、「退会届」を書いて置

いてきた。不思議なことに、この時は代筆

をとがめなかった。

帰ってきて 一覧表を見たが、たくさんの

料金体系の中に「Ｐ会員」という一項目が

あり 8200円と書いてあった。これでは見

ても気づかなかったかもしれない。

妻に、退会届に署名してきたことを告げ

ると、

「夏になって、暑くなったらまた行きたく

なるかもしれないな。」

と未練がありそうに、つぶやく。ひょっと

して、去年、彼女は通知見ていたのかもし

れない。その時、また行きたくなるかもし

れないからそのままにしておいたのかもし

れない。そんな 疑念が少しだけ、沸き 起

こった。

「行きたくなったら当日会員で行けばいい

よ。」

「そうね、その方が安いね。」

おそらく夏になっても、彼女は行かない

だろう。10年近く行かなくなったのだから。

私はそう思っている。

明日は、私の検査。腎臓がだんだんと悪

くなっている。

ここまで書いて、「終わり」

としようとした時に、電話が

鳴った。

「あの、〇〇医院ですが、Ｉ様ですか。今

日は検査だったのですけれど、どうなさい

ました。」

「えっ。明日じゃなかったんですか 。」

「 いいえ 、今日は10日です。」

あわてて カレンダーを見ると、10日の横

に「検査」と書いてあった。

「すみません。水曜日と間違えていました。」

「今週は混んでいるので、検査は来週の月

曜日になります。」

時計を見ると、もう、５時を過ぎていた。

2022年5月10日

付 記

受付の係りの人と話した時に、こんな話

もしました。

● 毎月会費を納めていながら、２．３年

も来ていない会員には、何かの方法で問い

合わせるべきではないでしょうか。高齢化

社会で、それは、会社としての「社会的使

命」と考えてよいのではないでしょうか。

受付の係りの人は、上層部に伝えておき

ます、という前向きの返事だった。

Ｓ・Ｉ (2006年退職)
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―ありがとうございました―

・月に一度くらいは事のついでに通

帳記帳必要ですね。・カードで買い

物したときも、引き落とし完了まで

レシートも保存しましょう。

Kakari

元のページに戻すには パソコン画面上部の ← をクリックします。


